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研究成果の概要（和文）：アフリカにおける「下からの」平和構築の動態から、「上からの」平

和構築の課題克服の方途を探った。特に、農作物販売に関する戦略とマクロな政治経済との関

係を分析した。その結果、調査地域であるザンビア国境地帯では、植民地期からの経済構造に

南アフリカ経済が浸透するなかで、地域住民による新しいトランスナショナルな経済活動が構

築されていることが明らかとなった。それはアフリカ農民の高い移動性が活用され、同時に農

村での生計をも維持していた。 

 
研究成果の概要（英文）：This study aimed to examine the change of peace building strategies 

on micro level in rural Africa by focusing on small-scale farmers’ cash earning 

activities and political and economical change on macro level. In the border area of 

western Zambia where I researched, the local people have constructed the new strategies 

of economic activities under influence of South African Economy. To achieve this, they 

utilized high mobile social activities.       
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１．研究開始当初の背景 
アフリカの紛争後社会を対象とした平和構
築分野では、農村に自発的に住んでいる紛
争避難民を、外部からの援助等に頼らず社
会経済的に自立して生計を営む「成功例」
と捉え、難民キャンプ等に住む難民の自立

支 援 策 へ 応 用 し よ う と し て い る 
(Glooba-Mutebi 2002, Poltzer 2007 など)。
しかし彼らの日常的な生計活動そのものの
歴史的変化については検討の余地が残され
ていた。 
２．研究の目的 
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本研究では、アフリカでもっとも紛争が長
期化したアンゴラからの避難民を取り上げ、
紛争後の当該国の国境地帯における下から
の平和構築の実態を解明することを目指し
た。そのため、アンゴラ紛争が終結した後、
人とモノの流れの活発化する隣国ザンビア
のアンゴラ出自集団の生計活動の現状につ
いて明らかにすることを目的とした。 
３．研究の方法 
主に、(1)ザンビアでアンゴラ出自集団の生
計活動に関する現地調査、(2)他のアフリカ
地域での紛争避難民の生計活動に関する比
較調査、(3)(1)・(2)を総合した上で現地関
連機関への迅速な成果の還元およびその他
の媒体を通じた幅広い層への情報公開をお
こなった。 
４．研究成果 

アンゴラ出自集団の移動と生業変化に関する

資料の分析をすすめ、庇護国での生活が長期

化した農村に住む難民が実践的に構築する生

計維持をアフリカ農民の視点から論考した論

文を執筆した。そのほか、国内外のシンポジ

ウム・学会等で発表した。 

調査研究で明らかとなったのは以下の点であ

る。 

(1) ザンビアでアンゴラ出自集団の生計活

動に関する現地調査では、調査を実施した

西部州の公設市場や村での小規模商店にて

南アフリカ資本の商品の流入が顕著となっ

ていることが明らかとなった。また、近年

高成長を遂げる国家経済の波及を受け、ア

ンゴラ出自集団が従来の移動性の高さを活

用する形で広域かつ持続的に活発な経済活

動を展開していた。特に、都市間で牛肉や

魚、主食であるトウモロコシ粉の卸売業や

小売業をおこなうなど、広域な経済活動を

担うのは主に男性であった。一方で、より

小規模な範囲では、移動性が高く安定的な

現金収入源の少ない女性がそうした男性の

経済活動による現金収入を元手に村内での

小売業を活発化させ、またやがて村近郊の

公設市場での農産物販売を活発に実施する

ことで、西部州内外と同州農村での成功的

な経済活動を展開していた。 

(2)他のアフリカ地域での紛争避難民の生

計活動に関する比較調査では、イギリスの

オックスフォード大学難民研究センターお

よびケニアの首都ナイロビの関連機関にて

各種情報資料を収集し分析をおこなった。

この結果、南部アフリカにおける紛争後社

会の特徴と東及び中部アフリカのそれとを

比較した場合、南部アフリカが長期化した

紛争による影響によって植民地期の政治経

済構造をより色濃く残すという特徴をもつ

ことについて、土地制度や租税制度、農作

物流通の詳細から明らかとなった。特にザ

ンビア・アンゴラ国境の土地制度は、植民

地分割の時代当時、アンゴラを統治してい

たポルトガルおよびザンビアを統治してい

たイギリス間で明確な領土が設定されると

、ザンビア側ではイギリス植民地政府によ

って強固で厳格な租税徴収がおこなわれた

。これによって、ザンビアでは伝統的な政

治組織を通じた農村社会の統制が定着した

。これが今日のザンビアの土地制度のなか

でも依然のこされているため、アンゴラ出

自集団の自然資源利用に制約を受け続けて

いる。一方、アンゴラでは土地制度や租税

徴収がおこなわれたものの、その後独立解

放闘争と内戦が続き、実質植民地期の制度

や体制が崩壊したまま無秩序な状態となっ

ている。これが今日の政治経済変動のなか

、アンゴラ出自集団による西部州内外での

広域な経済活動の展開を推し進める背景と

なっており、国境地帯での地域住民の生計

を特徴づける基盤ともなっていることが明

らかとなった。 

(3)(1)・(2)を総合した上で現地関連機関へ

の迅速な成果の還元およびその他の媒体を

通じた幅広い層への情報公開については、

国内外の学術誌およびシンポジウム、学会

で公開したほか、現地の国連諸機関や政府

、NGOを訪問して会合を実施し、最新の情報

について意見交換をおこなった。これによ

り、国内外でいまだ研究蓄積の薄い農村に住

む難民の生計維持を具体的事例から提示し、

その長期的変化の諸相について「下からの」

平和構築へ資するものとして成果を公開した

。 
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